
天竜川上流部における現状と課題について（説明資料）
項目 番号 現　　　　状 課　　　　題 現地調査会等における各委員からの意見等　　　　※敬称略

Ａ．堤防必要区間において堤防の約４割が未完成 （鈴木）治水対策を進めていく必要がある。

Ｂ．堤防沿いに集約的な土地利用化が進み、引堤による大規模な
　　河道改修が困難

（古井）住宅地の増加や都市開発による土地利用の変化が、洪水時の流出に影響してい
　　　　るように思える。

Ｃ．狭さく部上流部における洪水氾濫の危険性 （北澤）天竜川は狭さく部の上下流で氾濫しやすい特色を持っている。

Ｄ．現在の計画の中で未整備の洪水調節施設（ダム）の存在

（古井）戸草ダムの意義も含め、環境に配慮した治水に視点を置いた計画を考える必要
　　　　がある。
（春日）治水上の必要性や土砂対策を含め戸草ダムの位置づけを整理していくべきであ
　　　　る。

Ｅ．釜口水門で４００m3/sの暫定放流（計画：６００m3/s） （小松）釜口水門が諏訪湖周辺の浸水被害軽減のポイントである。

2 土砂災害および洪水時の河床上昇による洪水氾濫の低減 （北澤）天竜川は大量の土砂が流れるため、被害が大きくなる。

3 ダムの機能低下を防ぐ堆砂対策 （ 堤 ）戸草ダムは赤石山脈での土砂生産にどう対処するかが課題である。

4 適切な土砂の管理 （沖野）天竜川流域全体の土砂の動きについて考慮していくべきである。

5 Ｇ．治水事業の進展に伴う地域開発による背後資産の増加 被災時における浸水想定区域内の被害軽減 （鈴木）堤防沿いの氾濫原に工場などが多く立地してきている。

6 Ｈ．堤防開口部の背後の宅地化が進行 土地利用と内水対策の調整を図った治水対策 （下平）危ないところに人が住んでいる場所がある。何らかの対策が必要である。

7 Ｉ．橋や堰などが洪水の流下を阻害 橋や堰など横断工作物の改築
（松村）災害が発生してからでは遅いので、防災事業は後手に回さずやるべきことはす
　　　　ぐに進めていくべきである。

8 Ｊ．洪水時における水位の急激な上昇 急激な水位上昇の抑制 （古井）ダムの連係によって洪水時に下流の水位を抑えるべきである。

9
Ｋ．ハリエンジュなど河道内樹木による洪水の流下阻害や
　　流木化による災害の危険性が高い

河道内樹木への対策
（松村）中州の樹木については問題視している。地域住民として対策を考えていきた
　　　　い。

10 Ｌ．人工林の手入れ不足 森林の保全 （中島）災害につよい山づくりが望まれる。

11
Ｍ．動植物の生息･生育や良好な景観に必要な河川流量が一部の
　　区間で確保されていない。

一部区間における適切な流量の確保 （織井）減水区間の解消が大きな課題である。

12 Ｎ．今後も予想される気候変動などに未対応の水管理 水利用の安全度の確保
（星川）天竜川の水は余っているのではなく用水として使いにくい特性があるため、安
　　　　定かつ安全な用水の確保が必要である。

13 Ｏ．河川の多様な自然環境 天竜川上流部らしい自然環境の検討 （森本）天竜川の環境について共通認識をつくりあげていく必要がある。

14 Ｐ．外来種の増加と在来種の減少 外来種の増加抑制および在来種の保全 （織井）アレチウリ駆除大作戦などの外来種対策は重要である。

15 Ｑ．河道内の植生や生態系が変化 環境変化の要因への対応
（中島）河道内の樹木については、治水を基本として自然環境との調和を考えるべきで
　　　　ある。

16
Ｒ．諏訪湖の水質汚濁及び諏訪湖からのアオコの流下などによる
　　河川水質への影響

諏訪湖を含めた河川における水質改善 （沖野）諏訪湖は昔に比べ近年浄化傾向である。

17 Ｓ．ダムや一部の堰などが魚類の遡上・降下を阻害 適切な魚道などの設置 （春日）河床に変化をもたせるなど魚類への配慮を考えて欲しい。

18 Ｔ．河川の景観を利用した観光などへの取り組み 良好な河川景観の保全
（土田）天竜川の保全、活用について地域住民といろいろと考えていく必要がある。
（平岡）昔のいい風景について記憶を呼び起こし、それらを住民から集め、今後の
　　　　河川整備につなげるといったことも検討して欲しい。

19 Ｕ．河川管理施設の老朽化など 適切な維持管理および既存施設の有効活用
（笹本）限られた予算で可能な対策の範囲を示すとともに、費用に見合う価値があるか
　　　　十分検討する必要がある。

20
Ｖ．河川に関する祭りや伝説、歴史的構造物、伝統ある工法など
　　の存在

歴史や文化を活かした河川整備と河川にまつわる文化などの継承 （笹本）歴史を踏まえた川づくりが必要である。

21 Ｗ．大災害の記憶の風化による防災意識の低下 防災意識の向上や啓発活動の充実 （小松）災害を身近に感じている人が少なくなっている。

22 Ｘ．危機管理対応の必要性 地域での情報提供・警戒避難体制などソフト対策の推進 （星川）総合治水といったソフトな整備・管理についても考慮することが必要である。

23 川の利用・川とのふれあい・学習の場の維持・形成
（ 堤 ）河川は生物保存の場や学習の場、芸術醸成の場、薬草や生花の採取の場などさ
　　　　まざまな複合的な機能を有しているため、これらを活かせる河川整備が必要で
　　　　ある。

他機関との連携した取り組み （土田）川は流域全体で考える必要があり、他機関との調整を図ることが重要である。

Ｚ．市民団体などによる天竜川に関する様々な住民の活動 行政・住民の協働による河川整備の推進

（平岡）河川整備計画作成に際し、多くの住民の方が関心を持ち参加していく状況が重
　　　　要である。
（森本）河川の整備は地域住民の方のサポートがないとできない。学問的見地を交えな
　　　　がら流域委員会で話し合いが必要である。
（下平）今は自分たちの川という意識が希有であり、住民団体との連携も必要である。

昭和３６年や昭和５８年規模の洪水に対する安全性の確保
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現　状

A．堤防必要区間において堤防の約４割が未完成
B．堤防沿いに集約的な土地利用化が進み、引堤による大規模な河道改修が

困難
C．狭さく部上流部における洪水氾濫の危険性
D．現在の計画の中で未整備の洪水調節施設（ダム）の存在
E．釜口水門で400m3/sの暫定放流（計画：600m3/s）

部会員からの意見

（鈴　 木）堤防沿いの氾濫原に工場等が多く立地してきている。
戸草ダムについては土砂対策を含め良い計画を考える必要がある。
狭さく部が連続するといった天竜川の特性を踏まえた治水を検討する必要があ
る。
天竜川では、堤防の四割が未完成で、戸草ダムの洪水調節を含めた治水計画に
なっており、また釜口水門からの放流増についても対処しなければならず、治水対
策を進めていく必要がある。

（古　 井）住宅地の増加や都市開発による土地利用の変化が、洪水時の流出に影響してい
るように思える。
農地や学校のグランドでの雨水貯留では、治水面で限界があるような気がする。
戸草ダムの意義も含め、環境に配慮した治水に視点を置いた計画を考える必要
がある。

（小　 松）釜口水門が諏訪湖周辺の浸水被害軽減のポイントである。
（松　 村）災害が発生してからでは遅いので、防災事業は後手に回さずやるべきことはすぐ

に進めていくべきである。
（春　 日）治水上の必要性や土砂対策を含め戸草ダムの位置づけを整理していくべきであ

る。
（織　 井）戸草ダムについて天竜川全体の中で、また環境の視点も入れその位置づけを考

える必要がある。
（平　 岡）戸草ダムは上流域に大きな影響がある。ダムについての広報をより行っていく必

要がある。
（北　 澤）天竜川は狭さく部の上流のみならず下流でも氾濫する。

上流部の課題１．（治水）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　①

昭和36年や昭和58年規模の洪水に対する安
全性の確保

天竜川上流部の課題

上流部の課題１．（治水）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②



上流部の課題１．（治水）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　③ 上流部の課題１．（治水）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　④



上流部の課題１．（治水）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑤ 上流部の課題１．（治水）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑥



現　状

F．中央、南アルプスからの多量の土砂の流出に伴う洪水時の河床の上昇や
　  ダムでの堆砂の進行

部会員からの意見

（鈴　 木）天竜川の地質特性を踏まえると、３６災害規模がまた発生する恐れがある。
天竜川は日本有数の土砂流出河川であり、全体的な土砂管理を考える必要がある。
土砂管理については環境面も配慮しながら考えていく必要がある。

（北　 澤）土砂が多量に流出してくる天竜川の特性を踏まえた議論が必要である。
天竜川は多量の土砂が流れるため、被害が大きくなる。　
土砂管理、土砂対策については、これからも続けて実施していく必要がある。　　

（沖　 野）天竜川流域全体の土砂の動きについて考慮していくべきである。
（中　 島）三峰川総合開発事業では、堆砂問題が一番の問題であると思われる。
（　 堤　 ）戸草ダムについては赤石山脈での土砂生産にどう対処するかが課題である。

上流部の課題２・３・４．（治水）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　①

２．土砂災害および洪水時の河床上昇による洪
　　水氾濫の低減

３．ダムの機能低下を防ぐ堆砂対策

４．適切な土砂の管理

天竜川上流部の課題

上流部の課題２・３・４．（治水）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②



上流部の課題２・３・４．（治水）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　③



現　状

G．治水事業の進展に伴う地域開発による背後資産の増加

部会員からの意見

（下　 平）危ないところに人が住んでいる場所がある。何らかの対策が必要である。
（織　 井）戸草ダムの下流域に対する水位低下効果や氾濫原などに人が住んでいることと治

水の関係について考えさせられた。
（鈴   木）堤防沿いの氾濫原に工場などが多く立地してきている。

上流部の課題５．（治水）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　①

被災時における浸水想定区域内の被害軽減

天竜川上流部の課題

上流部の課題５．（治水）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②



現　状

H．堤防開口部の背後の宅地化が進行

上流部の課題６．（治水）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　①

土地利用と内水対策の調整を図った治水対策

天竜川上流部の課題

部会員からの意見

（下　 平）危ないところに人が住んでいる場所がある。何らかの対策が必要である。

上流部の課題６．（治水）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②



現　状

I．橋や堰などが洪水の流下を阻害

上流部の課題７．（治水）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　①

橋や堰など横断工作物の改築

天竜川上流部の課題

部会員からの意見

（松　 村）災害が発生してからでは遅いので、防災事業は後手に回さずやるべきことはすぐに
進めていくべきである。

上流部の課題７．（治水）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②



現　状

J．洪水時における水位の急激な上昇

上流部の課題８．（治水）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　①

急激な水位上昇の抑制

天竜川上流部の課題

部会員からの意見

（古　 井）ダムの連係によって洪水時に下流の水位を抑えるべきである。

上流部の課題８．（治水）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②



上流部の課題８．（治水）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　③



現　状

K．ハリエンジュなど河道内樹木による洪水の流下阻害や流木化による災害の
　　危険性が高い

上流部の課題９．（治水）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　①

河道内樹木への対策

天竜川上流部の課題

部会員からの意見

（鈴　 木）河道に樹木が多く洪水が流れない。流木化する恐れもある。
　　　　　 河道内の樹林化は災害の観点から心配である。　
（　 堤　 ）樹種や樹齢、場所を選別しながら河道内樹木の管理をしていくべきである。
（中　 島）現在の天竜川は荒廃した状況にあり、予算化して河道内樹木などのゾーニングなど

をおこない、管理していくべきである。
河道内の樹木については、治水を基本として自然環境との調和を考えるべきであ
る。

　　　　　 河道内樹木は水害につながる。
（沖　 野）河川としての機能維持のため、河道内の樹林化への対応は大きな課題である。ど

のように管理していくか検討しなければならない。
（松　 村）中州の樹木については問題視している。地域住民として対策を考えていきたい。

上流部の課題９．（治水）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②



現　状

L．人工林の手入れ不足

上流部の課題１０．（治水）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　①

森林の保全

天竜川上流部の課題

部会員からの意見

（中　 島）災害につよい山づくりが望まれる。
（沖　 野）昔と現在の比較など森林の状況を把握するべきである。
（北　 澤）人間が手をつけた里山では、手入れをしていかないと土砂の流出が起こる。

人間が手を入れた場所では木の根が浅く雨に弱いため、森林整備を行い強い山
にする必要がある。

　　　　　 現在は人工林化の時代ではなく、自然林に戻す時代である。
（　 堤　 ）シカやカモシカの食害が原因となり、今後、土砂の流出が激しくなるこ とを危惧して

いる。

上流部の課題１０．（治水）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②



現　状

M．動植物の生息・生育や良好な景観に必要な河川流量が一部の区間で確保
されていない

上流部の課題１１．（利水）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　①

一部区間における適切な流量の確保

天竜川上流部の課題

部会員からの意見

（織　 井）減水区間の解消が大きな課題である。
流域全体で安定的な水量のある天竜川のあり方を考える必要がある。
農業用水を含めた利水の歴史を踏まえ、天竜川の利水や環境などの課題を考えて
いかなければならない。

上流部の課題１１．（利水）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②



現　状

N．今後も予想される気候変動などに未対応の水管理

上流部の課題１２．（利水）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　①

水利用の安全度の確保

天竜川上流部の課題

部会員からの意見

（沖　 野）水管理については流域として管理していく方策を考えるべきである。
（中　 島）食糧自給率、人口問題、工業問題、異常気象など将来を見越し利水の問題を考えて

いくことが必要である。
（星　 川）天竜川の水は余っているのではなく用水として使いにくい特性があるため、安定かつ

安全な用水の確保が必要である。
（鈴　 木）気象変動が激しくなると洪水と渇水が非常に激しく起こると言われており、将来的な

問題と下流部での状況を踏まえた利水のあり方の検討をする必要がある。

上流部の課題１２．（利水）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②



現　状

O．河川の多様な自然環境

上流部課題１３．（環境）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　①

天竜川上流部らしい自然環境の検討

天竜川上流部の課題

部会員からの意見

（　 堤　 ）堤防の草地は安全に留意した上で多様性のある草地として欲しい。治水面での安全
を第一に考えたうえで、生物の多様性や景観などの河川環境に配慮していくべきで
ある。

（森　 本）天竜川の環境について共通認識をつくりあげていく必要がある。
　　　　　 種のバランスのとれた状態を維持するべきである。河川の環境については、過去か

ら将来にわたって時系列的に種数がどうなっていくかで評価するべきである。
（沖　 野）河川にとっての多様性について理解する必要がある。
（春　 日）自然界のバランスの中で在来の生物が生き残れるような環境を川の中につくってい

く「環境にいい川づくり」も課題である。
（北　 澤）環境は価値観の問題であり、人によって違うためバランス良く河川管理をしていくこ

とが必要である。
（土　 田）河川景観に関して地域の合意を形成する必要がある。

上流部課題１３．（環境）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②



現　状

P．外来種の増加と在来種の減少

上流部課題１４．（環境）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　①

外来種の増加抑制および在来種の保全

天竜川上流部の課題

部会員からの意見

（織　 井）アレチウリ駆除大作戦などの外来種対策は重要である。
（土　 田）工事などに伴う希少種の移植は重要である。

河道内に繁茂するハリエンジュは有用材であることに着目して対策の検討をおこなっ
て欲しい。

（中　 島）河道内に魚類や植物の外来種が増えている。

上流部課題１４．（環境）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②



上流部課題１４．（環境）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　③



現　状

Q．河道内の植生や生態系が変化

上流部課題１５．（環境）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　①

環境変化の要因への対応

天竜川上流部の課題

部会員からの意見

（中　 島）河道内の樹木については、治水を基本として自然環境との調和を考えるべきであ
る。

（   堤    )樹種や樹齢、場所を選別しながら河道内樹木の管理をしていくべきである。

上流部課題１５．（環境）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②



現　状

R．諏訪湖の水質汚濁及び諏訪湖からのアオコの流下などによる河川水質へ
の影響

上流部課題１６．（環境）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　①

諏訪湖を含めた河川における水質改善

天竜川上流部の課題

部会員からの意見

（沖　 野）諏訪湖は昔に比べ近年浄化傾向である。
（春　 日）魚を含めたいろいろな生物が棲める川づくりを考えていくべきである。

上流部課題１６．（環境）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②



現　状

S．ダムや一部の堰などが魚類の遡上・降下を阻害

上流部課題１７．（環境）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　①

適切な魚道などの設置

天竜川上流部の課題

部会員からの意見

（春　 日）河床に変化をもたせるなど魚類への配慮を考えて欲しい。

上流部課題１７．（環境）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②



現　状

T．河川の景観を利用した観光などへの取り組み

上流部課題１８．（環境）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　①

良好な河川景観の保全

天竜川上流部の課題

部会員からの意見

（土　 田）天竜川の保全、活用について地域住民といろいろと考えていく必要がある。
（平   岡）昔のいい風景について記憶を呼び起こし、それらを住民から集め、今後の河川整備

につなげるといったことも検討して欲しい。

上流部課題１８．（環境）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②



現　状

U．河川管理施設の老朽化など

部会員からの意見

（北　 澤）今後は一方的に構造物をつくるのではなく、その地域の住民に対してどうやったら安
全な環境を創出できるかという視点が重要である。

（笹　 本）限られた予算で可能な対策の範囲を示すとともに、費用に見合う価値があるか十分
検討する必要がある。

上流部の課題１９．（維持管理 その他）　　　　　　　　　　　　　　①

適切な維持管理および既存施設の有効活用

天竜川上流部の課題

上流部の課題１９．（維持管理 その他）　　　　　　　　　　　　　　②



現　状

V．河川に関する祭りや伝説、歴史的構造物、伝統ある工法などの存在

部会員からの意見

（笹　 本）歴史を踏まえた川づくりが必要である。
（織　 井）利水の歴史についても整理する必要がある。

洪水被害の経験談や灌漑に苦心した人の体験談など整理する必要がある。

上流部の課題２０．（維持管理 その他）　　　　　　　　　　　　　　　①

歴史や文化を活かした河川整備と河川にまつ
わる文化などの継承

天竜川上流部の課題

上流部の課題２０．（維持管理 その他）　　　　　　　　　　　　　　　②



上流部の課題２０．（維持管理 その他）　　　　　　　　　　　　　　　③



現　状

W．大災害の記憶の風化による防災意識の低下

部会員からの意見

（小　 松）災害を身近に感じている人が少なくなっている。
（笹　 本）地域独自の災害に対する文化・伝説の掘り起こしが必要である。

上流部の課題２１．（維持管理 その他）　　　　　　　　　　　　　　　①

防災意識の向上や啓発活動の充実

天竜川上流部の課題

上流部の課題２１．（維持管理 その他）　　　　　　　　　　　　　　　②



現　状

X．危機管理対応の必要性

部会員からの意見

（星　 川）総合治水といったソフトな整備・管理についても考慮することも必要である。
（沖　 野）地域の住民に自分の住んでいるところの安全性、危険性について、将来的な予測も

含めた形で認識してもらうことが大切である。
（笹　 本）生活の場の危険性を住民にどのように理解してもらうかが課題であ

る。

上流部の課題２２．（維持管理 その他）　　　　　　　　　　　　　　　①

地域での情報提供・警戒避難体制などソフト対
策の推進

天竜川上流部の課題

上流部の課題２２．（維持管理 その他）　　　　　　　　　　　　　　　②



現　状

Y．河川および流域に対する様々なニーズの高まり

部会員からの意見

（　 堤　 ）河川は生物保存の場や学習の場、芸術醸成の場、薬草や生花の採取の場などさま
ざまな複合的な機能を有しているため、これらを活かせる河川整備が必要である。

（北　 澤）自然観察や自然科学の勉強の場としての利用が、暴れ川だった昔よりも増加してい
くと思う。

（土　 田）川は流域全体で考える必要があり、他機関との調整を図ることが重要である。

上流部の課題２３．２４．(１)（維持管理 その他）　　　　　　　　　　①

２３．川の利用・川とのふれあい・学習の場の
       維持・形成
２４．(１) 他機関との連携した取り組み

天竜川上流部の課題

上流部の課題２３．２４．(１)（維持管理 その他）　　　　　　　　　　②



現　状

Z．市民団体などによる天竜川に関する様々な住民の活動

部会員からの意見

（平　 岡）河川整備計画作成に際し、多くの住民の方が関心を持ち参加していく状況が重要で
ある。

（織　 井）整備計画の実践に際し、住民の方がどのようにして参加していくかが重要であり、ま
た市民団体をどう育てるかも課題である。

（森　 本）河川の整備は地域住民の方のサポートがないとできない。学問的見地を交えながら
流域委員会で話し合いが必要である。

（鈴　 木）天竜川の河川整備には今後も市民団体との協力が必要である。
（下　 平）今は自分たちの川という意識が希有であり、市民団体との連携も必要である。
（北　 澤）治水の計画の理論とその背景を住民の方にも理解してもらうことが必要である。

上流部の課題２４．(２)（維持管理 その他）　　　　　　　　　　　　　①

行政・住民の協働による河川整備の推進

天竜川上流部の課題

上流部の課題２４．(２)（維持管理 その他）　　　　　　　　　　　　　②


